
ＯＢの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣味の会などをインターネットの「梅窓会
ブログ」や梅窓会報に掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月は除く）午後に梅窓会事
務所まで連絡をお願いいたします。パソコンなどの電子メールをご利用の方は「梅窓会ブログ」内に
ありますメールで直接原稿を投稿することもできます。皆さまの情報をお待ちしております。

梅窓会　広報部会

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました広
告を再開いたします。
広告内容は企業広告、個人名刺広告、同期会開催通知、同窓生へのメッ
セージなど、会報にふさわしい内容を希望いたします。卒業生ならびに
学園関係者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。ご希望の方
は下記までお問合せ下さい。

会費納入はカンタンです

ＯＢ情報大募集中！

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S12 平石　久馬 H28.  5.  7
S15 福並　大圓 H28.  7.  7
S17 関　　　亮 H28.  4.21
S18 福長　哲三 H28.  1.31
S19 湯野川五郎 H28.  6.  3
S23 柳田　守生 H27.  7.26
S25 吉川　道也 H28.  4.18
S26 根岸　　茂 H27.  6.13
S26 宮原　明治 H28.  2.

S26 柳田　健次 H27.  5.30
S27 鈴木　政雄 H28.10.19
S28 田村　孝久 H28.  1.26
S30 周佐　昌孝 H28.  4.20
S31 伊藤　一夫 H28.  5.
S31 村尾　　懿 H28.  5.  7
S34 荻本征四郎 H28.  8.19
S38 本多　幹夫 H13.  2.30

検索梅窓会ブログ 検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、クリックするだけでご覧になれます。

（2016/4/1ー2017/3/31　単位：円）

収入

　　　　正会員（終身） 600,000 800,000

　　　　正会員（年） 540,000 600,000

　　　　賛助会費 689,000 1,000,000

　　正会員計 1,829,000 2,400,000

　　準会費 1,832,400 1,864,800

　　雑収入 2,668 1,500

　　収入合計 3,664.068 4,266,300

支出

　一般管理費

　　　　委員会運営費 485,330 400,000

　　　　通信費 257,291 186,000

　　　　旅費交通費 11,168 20,000

　　　　事務・消耗品費 252,066 200,000

　　　　会議費 20,000 20,000

　　　　雑費 164,900 150,000

　　　　口座徴収費 61,590 35,000

　　　　慶弔費 36,200 30,000

　　　　人件費 319,900 300,000

　　　　水道光熱費 100,000 100,000

　一般管理費計 1,708,445 1,441,000

　業務運営費

　　　　備品費 47,773 30,000

　　　　卒業記念品費用 530,100 300,000

　　　　会報費 1,184,280 1,200,000

　　　　学園行事協力費 15,000 15,000

　　　　学園行事支援費 190,000 190,000

　　　　補助寄付金（奨学金） 1,000,000 1,000,000

　　　　予備費 118,318 90,000

　業務運営費計 3,085,471 2,825,000

支出合計 4,793,916 4,266,000

収支差額 -1,129,848 300

次期繰越金 9,400,754 9,401,054

予　　算前年度実績

訂正とお詫び
会報 85 号最終頁の哀悼欄

Ｓ20.５卒の日比重昭様の逝去年月日

「Ｈ27.１.１」を「Ｈ27.11」に訂正しお詫び致します。

　満席となった総会会場 懇親会では学年を超えての会話が弾みます

６月19日（日）午後、日本学園の特７教室において６月11日の「春

の常任幹事会」で承認されました議案に関しましての審議をして

いただく「平成28年度 梅窓会 総会」を開催いたしました。

梅窓会運営委員の松井啓真氏（Ｓ42卒）の司会進行で定刻通り

13時から総会は始まりました。会のスタートにあたり最初に、４

月14日の熊本地震で、梅窓会会員の大野睦さん（H26卒）が進

学先の東海大学農学部の学生寮崩壊で逝去されましたので参

加者全員で黙祷を行いました。

総会は髙木光梅窓会会長（Ｓ30卒）の挨拶、続いて堀内優憲理

事長（Ｓ29卒）、小岩利夫校長のご来賓の方から躍進目覚ましい

学園の現状報告、来期の生徒募集のためのオープンキャンパス

の実施などのお話をいただきました。

続いて梅窓会運営委員稲垣一郎氏（Ｓ38卒）の議長のもと、

●「平成27年度の事業報告および決算報告、監査報告」

●「平成28年度の事業計画案と予算案」

の審議に入り満場一致で承認されました。

最後に出席者から同窓意識を高める方策について、創立130周

年記念で集まった募金の使い方について、梅窓会会費増収の具

体案について、学園５か年計画についての質問があり、関係する

担当者から回答をいただきました。会の最後にあたり浦山景次

梅窓会副会長（Ｓ33卒）の閉会の辞をもって「平成28年度梅窓会

総会」は滞りなく終了いたしました。 

総会終了後は卒業年代、世代を超えたＯＢ達の交流の場として

「懇親会」が同会場にて行われ「平成28年度梅窓会総会」は15時

30分に終了いたしました。

10月１日（土）午後１時から日本学園の特７教室で「秋の常任幹

事会」が松井啓真氏（Ｓ42卒）の司会、稲垣一郎氏（Ｓ38卒）の議

長のもと、約40名の参加を得て開催されました。髙木光梅窓会

会長（Ｓ30卒）の挨拶後、来賓の堀内優憲理事長（Ｓ29卒）から

は学園の近況報告などを小岩利夫校長先生からは梅窓会が在

校生のクラブ活動に対して積極的な応援活動をおこなっている

ことに対してのお礼の言葉を交えてご挨拶をいただきました。続

いて議事である梅窓会活動報告として創立130周年記念募金の

使い道について学園側の要望を聞いて何を贈るかが絞り込まれ

てきたという報告が君塚晴信副会長（Ｓ37卒）からありました。

最後に浦山景次副会長（Ｓ33卒）から閉会の辞として学園のいろ

いろな運動部の応援に梅窓会有志と行っており、母校日本学園

は近年目覚ましい結果を出してきており、強豪校の一角に育って

きているという頼もしい報告があり、滞りなく「秋の常任幹事会」

は午後２時に終了いたしました。当日は日学祭も開催されてお

り、会の終了後は皆さんクラスや部の展示発表のある教室、模擬

店のある校庭、劇や演奏会のある体育館や講堂へと散っていき

ました。

お忙しい中をご参加いただきありがとうございました。

平成28年度 梅窓会予算

トライアスロン部が出場するということで９月11日（日）2016年トライアスロン・フェスティバ
ル（立川にある昭和記念公園にて）に行って来ました。トライアスロンはオリンピックの正式種
目にもなっており年々出場者が増えているとのことで今回は小中高校生合わせて630名ほどが
全国から昭和記念公園に集合。高校生の部は10時30分スタート、スイム（水泳）、バイク（自転車）、
ラン（ランニング）の順で広大な昭和記念公園を全力で走ります。日学は７名の選手がエント
リーし全員走り切りました。会場には大きな日本学園トライアスロン部のテントがあり、ひとき
わ目立ち、来場者に日学トライアスロン部をアピールしていました。（2014年度から日本トライ
アスロン連合により「トライアスロン強化クラブ」として、全国中高から唯一認定されました。）
監督の堀越先生がとても明るく、選手達もこの大会を大いに楽しんでいました。部員の父母、顧
問の伊藤先生も応援に来られており全員で記念撮影。これからの日学トライアスロン部の活躍
が期待される大会でした。

レポート
活　動
クラブ

トライアスロン部が出場する高校生大会に行って来ました。

東京都ではフットサルは盛んですが、全国的にはその認知は未だ狭い世界に留まっております。
一歩先を行く日本学園では「アルバトロス」というフットサルチームがあり、東京都ユース
（U-18）フットサル２部（10チーム）に属し、リーグ戦を戦っております。フットサルはスピード
感溢れるスポーツで見ていてハラハラドキドキの世界ですが、選手たちは全力でピッチを駆け
廻り技とスピード、一瞬の判断力でボールを繋ぎゴールに蹴り込む実に面白いスポーツだと感
じました。前期の試合がほぼ終わった９月末現在で５勝４敗、５位以上が確定。後期は一部リー
グ昇格を目指し勉学との両立で練習に励んでいます。
OBの方々はぜひ会場まで足を運び「日本学園アルバトロス」の応援お願いいたします。

実力を付けて来たフットサルチーム「日本学園アルバトロス」。

５月15日（日）、日学硬式テニス部の「インターハイ東京予選 団体戦」が東京国立市の都立国立高
校のコートで行われるということで取材に行きました。東京地方は雲一つない五月晴れ、絶好の
試合日和です。日学は出場選手は高校３年生が２名、高校２年生が３名、合計５名でダブルスと
シングルスを戦います。
第一試合の都立調布南高校戦はダブルス、シングルスとも圧倒的な強さで３：０で日学テニス部
が快勝。第２試合は都立国立高校（都立高校のテニス大会で平成26年度に優勝の経験がある都立
の強豪校）との試合。結果はシングルスで１勝したものも惜敗。あと一歩というところの試合で
した。
スポーツコースではないテニス部ですが、日学では人気のある運動部。あのコンディションの悪
い日学のグランドのコートでよく練習しているのを見かけました。国立高校には負けはしまし
たが実に頑張ってくれました。これからまだまだ伸びる日学硬式テニス部であることをこの試
合を見て大いに実感しました。監督、顧問、出場選手、部員の皆さん、クラスメートの皆さん、そし
て保護者の皆さん、お疲れ様でした。

テニス部「インターハイ東京予選 団体戦」の試合を見に行きました。

今年の自転車部夏休みの恒例の遠征は合掌造り集落で有名な世界遺産の白川郷（岐阜県大野郡
白川村）への往復１千キロのツーリング。８月７日（日）夜明け前に第１班の高校生部員10名（中
学生もいます）で自転車部顧問土居先生と共に元気に学園を出発。そして全員日焼けした体で無
事に８月13日（土）陽もすっかり落ちた夕刻７時過ぎライトを灯し日本学園の正門をくぐり帰っ
てきました。クイックリリース仕様のマウンテンバイクでの長旅の１週間、行く先々でいろいろ
なことがあったことでしょう。足、腰、腕、手首、そしてお尻も痛くなる中、上級生は下級生を励ま
し、同級生はお互いに声を掛け合い、1000キロ以上を走破しました。出迎えの保護者、我々梅窓会
有志を前に部員一人一人遠征の感想を元気な声で語ってもらいました。
そして自転車部顧問土居先生の遠征終了の挨拶の後、こんどは自転車部の部長が保護者の用意
した遠征のお祝いの用紙に赤のマジックで遠征距離数の1076kmの数字を大きく書き入れまし
た。そして無事帰京を祝って全員で記念撮影を行い出迎えセレモニーは終了いたしました。しか
しまだ自転車部の遠征は続きました。部員が増えて嬉しい悲鳴の自転車部、第２班の中学生の自
転車部員が房総半島への遠征。帰京は８月19日（金）夕刻。全員日焼けした真っ黒な顔でひとまわ
り逞しくなって帰って来ました。

自転車部「世界遺産の白川郷」へ遠征。出迎えセレモニーに参加。

今回はスポーツコース以外のクラブで活発に活動している部を紹介いたします。

青のユニフォームが日本学園アルバトロス

手前側が日学テニス部（ダブルスの試合）

学校説明会 日程
中学校

11月23日（水・祝） 入試体験
※小６対象（要予約８時30分）
12月２日（金）　10時～
12月21日（水）　18時～
１月20日（金）　18時～

学校案内・募集要項は直接学校へお問合せ下さい。
日本学園中学校・高等学校

TEL03-3322-6331　http://www.nihongakuen.ed.jp

試合前に後輩部員と共に円陣を
組み気合を入れます

1076kmを走破した自転車部を
迎える父母と梅窓会有志

2017年度 生徒募集!!

広告募集のお知らせ

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年会費   4,000円　毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。

終身会費 40,000円　最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

高等学校

11月26日（土） 14時～
12月３日（土） 14時～
12月10日（土） 10時～
１月10日（火） 18時～

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトはこちらにお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

6月19日日「平成28年度梅窓会総会」を開催

秋の常任幹事会開催される 
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日学祭が10月１日（土）・２日（日）が開催され梅窓会では日学祭（日学祭

テーマ「The 男祭」）に昨年と同じテーマ「昭和の音楽談話室」で参加いたし

ました。

会場は一号館２階の資料室の隣。運営委員の関口氏（S45卒）を中心にボラ

ンティアで持ち込み、組み上げた素晴らしいオーディオとヴィジュアル装置

で戦後の昭和に流行した音楽を聴きながら、そして映像を楽しみながら学

年、年代を超えて語らい合える空間を創って沢山のOBの皆さんの来場を頂

きました。

在校生にとって待ちに待った日学祭、台風の心配もなくなり初日の天気は曇

り、２日目は文化祭にふさわしい秋晴れとなり多くの来場者が来校され盛

大に行われました。正門のアーチも男子校らしい勇ましい沖縄のシーサーで

飾り、祭りの雰囲気を盛り上げていました。

梅窓会は今年も日学祭に参加しました
130年の歴史を有する日本学園は実に多彩

な人材を世に送り出しております。今回は漫

画家の岡部冬彦氏を紹介いたします。

今も小さな子供達に読み継がれている絵本

に「きかんしゃやえもん」があります。昭和

34年（1959年）に（岩波書店）から刊行。 阿

川弘之氏（タレント・エッセイストの阿川佐和子さんの父君）

の文章とともに、蒸気機関車を擬人化したイラストが幼子の

父母らから評判を呼びました。子供と鉄道への愛情が実感さ

れる本作は、初版から半世紀近くたった現在も版を重ね、今

でも書店にて新品で入手が可能な絵本。累計で120万冊以上

が売れており日本の名作中の名作の絵本として広く知られた

ロングセラーであります。そしてこの名作絵本の絵を描いたひ

とが日本学園（旧制日本中学）を昭和15年に卒業のOB、岡部

冬彦氏（大正11年～平成17年）であります。

冬彦氏は大正11年12月27日、東京は千駄ヶ谷の生まれ。昭和

11年４月新宿の淀橋校舎から新築移転した現在の世田谷松

原校舎に兄の岡部一彦氏（S13卒／画家・登山家）と共に校旗

を先頭に全生徒、教職員が甲州街道を徒歩で新校舎に移っ

た一人でもありました。そして省線（のちの国電）千駄ヶ谷駅か

ら新宿駅を経由して明大前のこの日本学園まで通学していま

した。冬彦氏は日本学園卒業後、東京美術学校（現在の東京

芸術大学）の図案科を卒業、ライオン歯磨宣伝部に入社、その

後サン・ニュース・フォト社（のちのサン出版社）に入社。創刊

したばかりの『週刊サンニュース』のスタッフとなり誌面レイ

アウトを担当しましたが、その都会的な画風の才能を認めら

れ表紙の画や誌面のイラストを描くようになります。なかで

も冬彦氏の名を高めたものとして、「アサヒビールはあなたの

ビールです」のキャラクターである「ミスター・ホップ」。このミ

スター・ホップがキャッチフレーズと共に大ヒットし、岡部氏

の漫画家としての知名度もグングン上昇していくことになりま

す。そして 昭和31年からは、『週刊朝日』で 「アッちゃん」を連

載。通算676回、連載期間13年におよぶロングランを記録。こ

の都会山の手のサラリーマン家庭の子供の日常を面白おか

今も読み継がれている名作絵本「きかんしゃやえもん」の作者　漫画家 岡部冬彦氏

和　　名：カモノハシ（哺乳類）
学　　名：Ornithorhynchus anatinus 
種　　名：剥製
時　　代：現生
出現時期：新生代 新第三紀
生 息 地：オーストラリア南東部及びタスマニア島

昨年度実施しました「創立130周年記念事業募金」は募金期間終了後の６万円を加え226名及び２有志グループの総額506万円と

なりました。皆様のご協力に感謝いたします。当初の「寄付金募集要項」では記念事業の内容を「学園教育環境整備および在校生

への支援をおこなう」としましたが、残念ながら、新規施設整備などには、多額の予算が必要で応募いただいた額では不可能とな

りました。そこでいろいろ検討しましたが、学園の実情に沿わないものを梅窓会から一方的に贈呈してもということで、学園側の意

向を伺う協議を行いました。その結果、具体的な使途がこの度ほぼ決定しました。

その内容は下記のとおりです。

　①『ウォータークーラー（冷水機）』７台　　②『梅の木の植樹』

以上の寄贈にはそれぞれ梅窓会の創立130年記念品のプレートを設置します。「ウォータークーラー」「梅の木」とも設置にあたっ

ては学園側の主導で行っていただきます。

『創立 130周年記念事業募金』の使途について

資料室では梅窓会85号で照会しました杉浦重剛先生の詩吟の約百年に録音された肉声レコード（日本コロンビアに依頼して音質

修復したＣＤ）をエンドレスで皆様に聞いていただきました。

また、本校に所蔵されている「カモノハシ」の剥製を理科担当の川崎正貴教諭のご指導で日学祭で特別展示いたしました。この剥

製は、東京英語学校（本校の前身）出身で昭和初期から30年代まで本校の理事もされました、真野紀太郎氏から寄贈されたもの

で、今年の７月23日～８月17日まで二子玉川の高島屋ＳＣ主催で、世田谷区と川崎市の教育委員会後援の「生命40億年の旅～大

むかしの生きもの展～」にも出品展示され、お子様を中心に多くの来場者の注目の的となりました。

単孔目カモノハシ科に属する、カモノハシはカモに似たくちばしがあり、成獣には歯がない。四

肢は短く大きなみずかきを有し、雄はかかとの内側に毒とげをもち、水辺に深いトンネルを掘っ

て住み、入口は水底にあります。泳ぎが巧みで、貝、ミミズやその他の水生動物を捕食します。10

月ごろ巣内に普通２個の卵を産み、卵は白く、10日くらいでふ化し子は数日間乳を飲まず、４ヵ

月で穴から出て水に入ります。

日本の動物園や水族館で飼育されたことはなく、今では剥製自体が大変貴重なものとなってい

ます。

「やえもん」という名の小さな古い蒸気機関車がいました。そして新らし電気機関車などにいつ
も「びんぼう汽車」と馬鹿にされていました。「自分はまだまだ走れるのに」と、腹を立てたまま
機関庫に戻る途中、ドンドン腹が立ってきて煙突から排煙だけでなく火の粉も吐き出し、運悪
く線路脇の田んぼの藁（わら）に燃え移って火事になってしまいます。鉄道の職員たちには、か
ばってもらいますが、沿線の人たちのも怒りは収まらず「やえもん」は可哀想にもう走ることを
許されなくなります。そしてとうとうスクラップにされることが決まってしまいます。解体のため
電気機関車に牽引されていこうとするとき、運良く通りかかった交通博物館の人に「日本に二
台か三台しか残っていない珍しい古い型の機関車だ、ぜひ譲ってもらいたい」と言われ「やえ
もん」は博物館で保存されることが決定します。そして小さな蒸気機関車「やえもん」が大好き
な子供たちは、皆で「やえもん」をピカピカに磨き博物館へと送り出します。

平成28年８月28日日曜日先生ご自宅近くの目黒線奥沢駅隣接のバーミヤンにて先生の教え子である和田英昭
（S37卒）、川本雅之（S38卒）、清水正敏、内藤雅司、 松永直司（S41卒）、上野健（S45卒）各氏が集まり渡辺先生ご
夫妻を囲み青春時代を過ごした日本学園の部活、授業等各年代を超えて和気あいあいに語り合い楽しいひとと
きを過ごし、次回の会を約束し終了しました。 S38卒　川本雅之

渡辺先生ご夫妻を囲む会

258会というのは、日本学園中学を昭和25年に卒業した人たちと高校を28年に卒業した者たちの同期会
の名称。３年ぶりに10月２日（日）学園近くの「ハミング・バード」で開催しました。梅窓会の髙木会長にもご
参加をお願いし、学園の近況のご説明をいただきました。16人が出席。その中の入江孝君(S25卒)はなんと
始めての参加。３年間に亡くなった７名の冥福を祈り（その中の田村孝久君は梅窓会の副会長でした）のち
長谷川良二君の名司会のもと近況報告、昔話などを交えて歓談。会は午後２時に終わり、ちょうど開かれて
いた学園祭の展示・催事を見学しました。 S28卒　米田利民
参加者：河合明博・斎藤貞次・入江孝・高野正行・近藤武・米田利民・篠田久・伊藤博康・大矢浩・三輪智・ 赤坂修・加崎義蔵
　　　  宇田川幸三・楠本裕徳・川口進・長谷川良二（順不同 敬称略）

258同期会を10月２日に開催

平成28年４月23日（土）午後３時より
新宿ライオン会館にて井上徹会長
（S35卒）のもと、旧庭球部OB会を開
催しました。出席者は幹事：福澤利三
郎（S36卒）、鈴木八郎（S50卒）の両
名。以下、加藤昇（S27卒）、諏訪一朗、

土田紘久（S33卒）、佐藤武彦、北郷秀文、前田厚三（S35卒）、五藤毅（S36年
卒）、花田美治（S38卒）、坂西宗（S39卒）、福澤稔、豊島久雄（S40卒）、東ヶ﨑
和利（S42卒）総勢15名で開催しました。（敬称略）
旧庭球部OB会は今年で50年目である。10年ほど前より故榎本会長（前日
本学園理事長）が１年ごとでは長すぎるとして、年に２回春と秋に開催し
旧交を温めている。今回も昔話に花が咲き２時間の予定が１時間オーバー
してしまった。
庭球部回顧録としてS27年卒の加藤昇氏より時代の証言者としてお話を
聞くことができましたので、この誌面をお借りしご紹介します。加藤氏は
昭和21年に旧制日本中学に入学され庭球部に入部、その頃の同期には猪狩
誠也氏、大崎一慶氏などがいらっしゃったそうです。１年先輩に纐纈（こう
けつ）浩三氏、２年上に吉川道也氏がおられ（マッカーサー盃で優勝）、加藤
氏にとって4・５年生の先輩方は雲の上の存在だったとのこと。加藤氏は昭
和19年戦局悪化で小学校５年の時に集団疎開され昭和20年３月、５月の
東京大空襲後、疎開先で米軍のグラマン戦闘機の機銃掃射の攻撃を受け、
田んぼに飛び込み畦に身を隠して難を逃れたそうです。
その後日本中学の庭球部に入部はしたものの、ラケット、ボールは戦前か
ら学校に残っていたものを大切に使用したそうです。何せ終戦直後の物の
ない時の事であります。後に後輩の方々からの日本学園庭球部の黄金時代
と言われましたが、そのような時代状況ではなかったとのことです。やっ
と平和が戻り庭球部は６尺（182cm）はあろうかと思われる中学２年の纐
纈氏はスマッシュを得意とし、中学３年の吉川氏は誰にも返球できない魔
球サーブを盛んに研究していたそうであります。（次号に続く）
 S42卒　東ヶ﨑和利

旧庭球部OB会 開催される
３月17日代々木新日鐵倶楽部にて、梅窓会髙木会長のご出席の
頂き、盛大に開催しました。仙台より柏原啓二君も参加し、出席
者28名が全員中学時代に戻り還り楽しい一時でした。
原正君の読んだ漢詩をご披露します。 代表幹事　堀内優憲

七七七会（S26J・S29卒）傘寿記念同窓会

「アッちゃん」サイン入り色紙
（所有は中村S44卒）

今でも書店にて新品で入手が可能な
「きかんしゃやえもん」

日本学園新聞「俱進」に
「学校はアテ二ならない」の逸話

本校所蔵のカモノハシ

揚げたての天婦羅が出てくるまでの歓談

131年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には多彩な人材を輩出。
同期会や同窓会も盛んでいろいろなや分野の集まりが多々あります。

９月３日（土）、明治20年創業の天婦羅の老舗、浅草「大黒屋」にて「落語を楽しみ、天婦羅をグルメする会」
が行われました。この会は中央大学白門46会（中央大学を昭和46年卒の同期会で、幹事は日本学園S41卒
の清水正敏）が毎年、何回か行うイベントの一環で、白門46会が日本学園を昭和42年に卒業した三笑亭夢
太郎師匠（落語芸術協会理事）をお呼びして開催いたしました。浅草大黒屋４代目社長が白門46会という
こともあり、白門46会から30名、そして日本学園OB等15名が参加し盛大に行われました。
明治18年英吉利法律学校（中央大学の前身）と東京英語学校（日本学園の前身）が神田錦町の校舎を共用す
る（共同で買った校舎は３棟1200平方米、半分ずつを仲良くつかった）ということで両校が設立いたしま
したので、実に131年振りに両校のOBが相まみえたことになりお互いの親交を深めることができました。 
 文：S41卒　清水正敏文／写真：S42卒　松井啓真

ＯＢ情報
短信

131年振りの懇親会「落語を楽しみ、天婦羅をグルメする会」

夢太郎師匠（左）と司会の清水

しく描いた本作は、当時の最先端企業ソニーのキャラクター

「ソニー坊や」としてそのまま採用され、製品パンフレットやマ

ニュアル、店頭の飾りつけの人形などに使われました。そのほ

かにも、ローンレンジャー（当時のアメリカのテレビ番組）のよ

うな目にマスクを付けたいたずら大好き少年の愛すべき行状

を描いた「ベビーギャング」、中間管理職が主人公の「オヤカ

マ氏」 などの連載漫画で人気を博すことになります。さらに、

大の鉄道マニアの冬彦氏は、最初に紹介したように 昭和34

年に絵本『きかんしゃやえもん』（岩波書店）を刊行し昭和36

年度の文藝春秋漫画賞を受賞。どのキャラクターを見てもあ

のバタ臭い画風の基礎は当時としてはモダンな日本学園（旧

制日本中学）の建物、そして教職員、生徒の影響が多分にあっ

たのではと思われます。もう一つの絵本の名作「ちびくろサン

ボ」（１号～３号まであります。岩波書店刊）の第２号も岡部冬

彦氏の絵のよるものです。　

岡部冬彦氏は漫画家として一線を退いた後も科学ジャーナリ

ストとして活動、交通・通信・エネルギー問題に関心を寄せ、テ

レビや講演やエッセイの執筆などで活躍し、国際交通安全学

会理事や日本旅行作家協会副会長などを務めました。　

1989年には紫綬褒章を1995年には勲四等旭日小綬章を受

章。なお岩波書店も日本学園のOBである岩波茂雄氏（文化

勲章）が創立した日本を代表する出版社です。岡部冬彦氏に

関しては昭和29年11月26日発行の日本学園新聞「倶進」に

「学校はアテニならない」というユーモアたっぷりの在学中の

逸話がお得意の漫画の挿絵とともに寄せられています。

S44卒　中村　隆

Story
「きかんしゃやえもん」のお話　

カモノハシ
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日学祭が10月１日（土）・２日（日）が開催され梅窓会では日学祭（日学祭

テーマ「The 男祭」）に昨年と同じテーマ「昭和の音楽談話室」で参加いたし

ました。

会場は一号館２階の資料室の隣。運営委員の関口氏（S45卒）を中心にボラ

ンティアで持ち込み、組み上げた素晴らしいオーディオとヴィジュアル装置

で戦後の昭和に流行した音楽を聴きながら、そして映像を楽しみながら学

年、年代を超えて語らい合える空間を創って沢山のOBの皆さんの来場を頂

きました。

在校生にとって待ちに待った日学祭、台風の心配もなくなり初日の天気は曇

り、２日目は文化祭にふさわしい秋晴れとなり多くの来場者が来校され盛

大に行われました。正門のアーチも男子校らしい勇ましい沖縄のシーサーで

飾り、祭りの雰囲気を盛り上げていました。

梅窓会は今年も日学祭に参加しました
130年の歴史を有する日本学園は実に多彩

な人材を世に送り出しております。今回は漫

画家の岡部冬彦氏を紹介いたします。

今も小さな子供達に読み継がれている絵本

に「きかんしゃやえもん」があります。昭和

34年（1959年）に（岩波書店）から刊行。 阿

川弘之氏（タレント・エッセイストの阿川佐和子さんの父君）

の文章とともに、蒸気機関車を擬人化したイラストが幼子の

父母らから評判を呼びました。子供と鉄道への愛情が実感さ

れる本作は、初版から半世紀近くたった現在も版を重ね、今

でも書店にて新品で入手が可能な絵本。累計で120万冊以上

が売れており日本の名作中の名作の絵本として広く知られた

ロングセラーであります。そしてこの名作絵本の絵を描いたひ

とが日本学園（旧制日本中学）を昭和15年に卒業のOB、岡部

冬彦氏（大正11年～平成17年）であります。

冬彦氏は大正11年12月27日、東京は千駄ヶ谷の生まれ。昭和

11年４月新宿の淀橋校舎から新築移転した現在の世田谷松

原校舎に兄の岡部一彦氏（S13卒／画家・登山家）と共に校旗

を先頭に全生徒、教職員が甲州街道を徒歩で新校舎に移っ

た一人でもありました。そして省線（のちの国電）千駄ヶ谷駅か

ら新宿駅を経由して明大前のこの日本学園まで通学していま

した。冬彦氏は日本学園卒業後、東京美術学校（現在の東京

芸術大学）の図案科を卒業、ライオン歯磨宣伝部に入社、その

後サン・ニュース・フォト社（のちのサン出版社）に入社。創刊

したばかりの『週刊サンニュース』のスタッフとなり誌面レイ

アウトを担当しましたが、その都会的な画風の才能を認めら

れ表紙の画や誌面のイラストを描くようになります。なかで

も冬彦氏の名を高めたものとして、「アサヒビールはあなたの

ビールです」のキャラクターである「ミスター・ホップ」。このミ

スター・ホップがキャッチフレーズと共に大ヒットし、岡部氏

の漫画家としての知名度もグングン上昇していくことになりま

す。そして 昭和31年からは、『週刊朝日』で 「アッちゃん」を連

載。通算676回、連載期間13年におよぶロングランを記録。こ

の都会山の手のサラリーマン家庭の子供の日常を面白おか

今も読み継がれている名作絵本「きかんしゃやえもん」の作者　漫画家 岡部冬彦氏

和　　名：カモノハシ（哺乳類）
学　　名：Ornithorhynchus anatinus 
種　　名：剥製
時　　代：現生
出現時期：新生代 新第三紀
生 息 地：オーストラリア南東部及びタスマニア島

昨年度実施しました「創立130周年記念事業募金」は募金期間終了後の６万円を加え226名及び２有志グループの総額506万円と

なりました。皆様のご協力に感謝いたします。当初の「寄付金募集要項」では記念事業の内容を「学園教育環境整備および在校生

への支援をおこなう」としましたが、残念ながら、新規施設整備などには、多額の予算が必要で応募いただいた額では不可能とな

りました。そこでいろいろ検討しましたが、学園の実情に沿わないものを梅窓会から一方的に贈呈してもということで、学園側の意

向を伺う協議を行いました。その結果、具体的な使途がこの度ほぼ決定しました。

その内容は下記のとおりです。

　①『ウォータークーラー（冷水機）』７台　　②『梅の木の植樹』

以上の寄贈にはそれぞれ梅窓会の創立130年記念品のプレートを設置します。「ウォータークーラー」「梅の木」とも設置にあたっ

ては学園側の主導で行っていただきます。

『創立 130周年記念事業募金』の使途について

資料室では梅窓会85号で照会しました杉浦重剛先生の詩吟の約百年に録音された肉声レコード（日本コロンビアに依頼して音質

修復したＣＤ）をエンドレスで皆様に聞いていただきました。

また、本校に所蔵されている「カモノハシ」の剥製を理科担当の川崎正貴教諭のご指導で日学祭で特別展示いたしました。この剥

製は、東京英語学校（本校の前身）出身で昭和初期から30年代まで本校の理事もされました、真野紀太郎氏から寄贈されたもの

で、今年の７月23日～８月17日まで二子玉川の高島屋ＳＣ主催で、世田谷区と川崎市の教育委員会後援の「生命40億年の旅～大

むかしの生きもの展～」にも出品展示され、お子様を中心に多くの来場者の注目の的となりました。

単孔目カモノハシ科に属する、カモノハシはカモに似たくちばしがあり、成獣には歯がない。四

肢は短く大きなみずかきを有し、雄はかかとの内側に毒とげをもち、水辺に深いトンネルを掘っ

て住み、入口は水底にあります。泳ぎが巧みで、貝、ミミズやその他の水生動物を捕食します。10

月ごろ巣内に普通２個の卵を産み、卵は白く、10日くらいでふ化し子は数日間乳を飲まず、４ヵ

月で穴から出て水に入ります。

日本の動物園や水族館で飼育されたことはなく、今では剥製自体が大変貴重なものとなってい

ます。

「やえもん」という名の小さな古い蒸気機関車がいました。そして新らし電気機関車などにいつ
も「びんぼう汽車」と馬鹿にされていました。「自分はまだまだ走れるのに」と、腹を立てたまま
機関庫に戻る途中、ドンドン腹が立ってきて煙突から排煙だけでなく火の粉も吐き出し、運悪
く線路脇の田んぼの藁（わら）に燃え移って火事になってしまいます。鉄道の職員たちには、か
ばってもらいますが、沿線の人たちのも怒りは収まらず「やえもん」は可哀想にもう走ることを
許されなくなります。そしてとうとうスクラップにされることが決まってしまいます。解体のため
電気機関車に牽引されていこうとするとき、運良く通りかかった交通博物館の人に「日本に二
台か三台しか残っていない珍しい古い型の機関車だ、ぜひ譲ってもらいたい」と言われ「やえ
もん」は博物館で保存されることが決定します。そして小さな蒸気機関車「やえもん」が大好き
な子供たちは、皆で「やえもん」をピカピカに磨き博物館へと送り出します。

平成28年８月28日日曜日先生ご自宅近くの目黒線奥沢駅隣接のバーミヤンにて先生の教え子である和田英昭
（S37卒）、川本雅之（S38卒）、清水正敏、内藤雅司、 松永直司（S41卒）、上野健（S45卒）各氏が集まり渡辺先生ご
夫妻を囲み青春時代を過ごした日本学園の部活、授業等各年代を超えて和気あいあいに語り合い楽しいひとと
きを過ごし、次回の会を約束し終了しました。 S38卒　川本雅之

渡辺先生ご夫妻を囲む会

258会というのは、日本学園中学を昭和25年に卒業した人たちと高校を28年に卒業した者たちの同期会
の名称。３年ぶりに10月２日（日）学園近くの「ハミング・バード」で開催しました。梅窓会の髙木会長にもご
参加をお願いし、学園の近況のご説明をいただきました。16人が出席。その中の入江孝君(S25卒)はなんと
始めての参加。３年間に亡くなった７名の冥福を祈り（その中の田村孝久君は梅窓会の副会長でした）のち
長谷川良二君の名司会のもと近況報告、昔話などを交えて歓談。会は午後２時に終わり、ちょうど開かれて
いた学園祭の展示・催事を見学しました。 S28卒　米田利民
参加者：河合明博・斎藤貞次・入江孝・高野正行・近藤武・米田利民・篠田久・伊藤博康・大矢浩・三輪智・ 赤坂修・加崎義蔵
　　　  宇田川幸三・楠本裕徳・川口進・長谷川良二（順不同 敬称略）

258同期会を10月２日に開催

平成28年４月23日（土）午後３時より
新宿ライオン会館にて井上徹会長
（S35卒）のもと、旧庭球部OB会を開
催しました。出席者は幹事：福澤利三
郎（S36卒）、鈴木八郎（S50卒）の両
名。以下、加藤昇（S27卒）、諏訪一朗、

土田紘久（S33卒）、佐藤武彦、北郷秀文、前田厚三（S35卒）、五藤毅（S36年
卒）、花田美治（S38卒）、坂西宗（S39卒）、福澤稔、豊島久雄（S40卒）、東ヶ﨑
和利（S42卒）総勢15名で開催しました。（敬称略）
旧庭球部OB会は今年で50年目である。10年ほど前より故榎本会長（前日
本学園理事長）が１年ごとでは長すぎるとして、年に２回春と秋に開催し
旧交を温めている。今回も昔話に花が咲き２時間の予定が１時間オーバー
してしまった。
庭球部回顧録としてS27年卒の加藤昇氏より時代の証言者としてお話を
聞くことができましたので、この誌面をお借りしご紹介します。加藤氏は
昭和21年に旧制日本中学に入学され庭球部に入部、その頃の同期には猪狩
誠也氏、大崎一慶氏などがいらっしゃったそうです。１年先輩に纐纈（こう
けつ）浩三氏、２年上に吉川道也氏がおられ（マッカーサー盃で優勝）、加藤
氏にとって4・５年生の先輩方は雲の上の存在だったとのこと。加藤氏は昭
和19年戦局悪化で小学校５年の時に集団疎開され昭和20年３月、５月の
東京大空襲後、疎開先で米軍のグラマン戦闘機の機銃掃射の攻撃を受け、
田んぼに飛び込み畦に身を隠して難を逃れたそうです。
その後日本中学の庭球部に入部はしたものの、ラケット、ボールは戦前か
ら学校に残っていたものを大切に使用したそうです。何せ終戦直後の物の
ない時の事であります。後に後輩の方々からの日本学園庭球部の黄金時代
と言われましたが、そのような時代状況ではなかったとのことです。やっ
と平和が戻り庭球部は６尺（182cm）はあろうかと思われる中学２年の纐
纈氏はスマッシュを得意とし、中学３年の吉川氏は誰にも返球できない魔
球サーブを盛んに研究していたそうであります。（次号に続く）
 S42卒　東ヶ﨑和利

旧庭球部OB会 開催される
３月17日代々木新日鐵倶楽部にて、梅窓会髙木会長のご出席の
頂き、盛大に開催しました。仙台より柏原啓二君も参加し、出席
者28名が全員中学時代に戻り還り楽しい一時でした。
原正君の読んだ漢詩をご披露します。 代表幹事　堀内優憲

七七七会（S26J・S29卒）傘寿記念同窓会

「アッちゃん」サイン入り色紙
（所有は中村S44卒）

今でも書店にて新品で入手が可能な
「きかんしゃやえもん」

日本学園新聞「俱進」に
「学校はアテ二ならない」の逸話

本校所蔵のカモノハシ

揚げたての天婦羅が出てくるまでの歓談

131年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には多彩な人材を輩出。
同期会や同窓会も盛んでいろいろなや分野の集まりが多々あります。

９月３日（土）、明治20年創業の天婦羅の老舗、浅草「大黒屋」にて「落語を楽しみ、天婦羅をグルメする会」
が行われました。この会は中央大学白門46会（中央大学を昭和46年卒の同期会で、幹事は日本学園S41卒
の清水正敏）が毎年、何回か行うイベントの一環で、白門46会が日本学園を昭和42年に卒業した三笑亭夢
太郎師匠（落語芸術協会理事）をお呼びして開催いたしました。浅草大黒屋４代目社長が白門46会という
こともあり、白門46会から30名、そして日本学園OB等15名が参加し盛大に行われました。
明治18年英吉利法律学校（中央大学の前身）と東京英語学校（日本学園の前身）が神田錦町の校舎を共用す
る（共同で買った校舎は３棟1200平方米、半分ずつを仲良くつかった）ということで両校が設立いたしま
したので、実に131年振りに両校のOBが相まみえたことになりお互いの親交を深めることができました。 
 文：S41卒　清水正敏文／写真：S42卒　松井啓真

ＯＢ情報
短信

131年振りの懇親会「落語を楽しみ、天婦羅をグルメする会」

夢太郎師匠（左）と司会の清水

しく描いた本作は、当時の最先端企業ソニーのキャラクター

「ソニー坊や」としてそのまま採用され、製品パンフレットやマ

ニュアル、店頭の飾りつけの人形などに使われました。そのほ

かにも、ローンレンジャー（当時のアメリカのテレビ番組）のよ

うな目にマスクを付けたいたずら大好き少年の愛すべき行状

を描いた「ベビーギャング」、中間管理職が主人公の「オヤカ

マ氏」 などの連載漫画で人気を博すことになります。さらに、

大の鉄道マニアの冬彦氏は、最初に紹介したように 昭和34

年に絵本『きかんしゃやえもん』（岩波書店）を刊行し昭和36

年度の文藝春秋漫画賞を受賞。どのキャラクターを見てもあ

のバタ臭い画風の基礎は当時としてはモダンな日本学園（旧

制日本中学）の建物、そして教職員、生徒の影響が多分にあっ

たのではと思われます。もう一つの絵本の名作「ちびくろサン

ボ」（１号～３号まであります。岩波書店刊）の第２号も岡部冬

彦氏の絵のよるものです。　

岡部冬彦氏は漫画家として一線を退いた後も科学ジャーナリ

ストとして活動、交通・通信・エネルギー問題に関心を寄せ、テ

レビや講演やエッセイの執筆などで活躍し、国際交通安全学

会理事や日本旅行作家協会副会長などを務めました。　

1989年には紫綬褒章を1995年には勲四等旭日小綬章を受

章。なお岩波書店も日本学園のOBである岩波茂雄氏（文化

勲章）が創立した日本を代表する出版社です。岡部冬彦氏に

関しては昭和29年11月26日発行の日本学園新聞「倶進」に

「学校はアテニならない」というユーモアたっぷりの在学中の

逸話がお得意の漫画の挿絵とともに寄せられています。

S44卒　中村　隆

Story
「きかんしゃやえもん」のお話　

カモノハシ
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日学祭が10月１日（土）・２日（日）が開催され梅窓会では日学祭（日学祭

テーマ「The 男祭」）に昨年と同じテーマ「昭和の音楽談話室」で参加いたし

ました。

会場は一号館２階の資料室の隣。運営委員の関口氏（S45卒）を中心にボラ

ンティアで持ち込み、組み上げた素晴らしいオーディオとヴィジュアル装置

で戦後の昭和に流行した音楽を聴きながら、そして映像を楽しみながら学

年、年代を超えて語らい合える空間を創って沢山のOBの皆さんの来場を頂

きました。

在校生にとって待ちに待った日学祭、台風の心配もなくなり初日の天気は曇

り、２日目は文化祭にふさわしい秋晴れとなり多くの来場者が来校され盛

大に行われました。正門のアーチも男子校らしい勇ましい沖縄のシーサーで

飾り、祭りの雰囲気を盛り上げていました。

梅窓会は今年も日学祭に参加しました
130年の歴史を有する日本学園は実に多彩

な人材を世に送り出しております。今回は漫

画家の岡部冬彦氏を紹介いたします。

今も小さな子供達に読み継がれている絵本

に「きかんしゃやえもん」があります。昭和

34年（1959年）に（岩波書店）から刊行。 阿

川弘之氏（タレント・エッセイストの阿川佐和子さんの父君）

の文章とともに、蒸気機関車を擬人化したイラストが幼子の

父母らから評判を呼びました。子供と鉄道への愛情が実感さ

れる本作は、初版から半世紀近くたった現在も版を重ね、今

でも書店にて新品で入手が可能な絵本。累計で120万冊以上

が売れており日本の名作中の名作の絵本として広く知られた

ロングセラーであります。そしてこの名作絵本の絵を描いたひ

とが日本学園（旧制日本中学）を昭和15年に卒業のOB、岡部

冬彦氏（大正11年～平成17年）であります。

冬彦氏は大正11年12月27日、東京は千駄ヶ谷の生まれ。昭和

11年４月新宿の淀橋校舎から新築移転した現在の世田谷松

原校舎に兄の岡部一彦氏（S13卒／画家・登山家）と共に校旗

を先頭に全生徒、教職員が甲州街道を徒歩で新校舎に移っ

た一人でもありました。そして省線（のちの国電）千駄ヶ谷駅か

ら新宿駅を経由して明大前のこの日本学園まで通学していま

した。冬彦氏は日本学園卒業後、東京美術学校（現在の東京

芸術大学）の図案科を卒業、ライオン歯磨宣伝部に入社、その

後サン・ニュース・フォト社（のちのサン出版社）に入社。創刊

したばかりの『週刊サンニュース』のスタッフとなり誌面レイ

アウトを担当しましたが、その都会的な画風の才能を認めら

れ表紙の画や誌面のイラストを描くようになります。なかで

も冬彦氏の名を高めたものとして、「アサヒビールはあなたの

ビールです」のキャラクターである「ミスター・ホップ」。このミ

スター・ホップがキャッチフレーズと共に大ヒットし、岡部氏

の漫画家としての知名度もグングン上昇していくことになりま

す。そして 昭和31年からは、『週刊朝日』で 「アッちゃん」を連

載。通算676回、連載期間13年におよぶロングランを記録。こ

の都会山の手のサラリーマン家庭の子供の日常を面白おか

今も読み継がれている名作絵本「きかんしゃやえもん」の作者　漫画家 岡部冬彦氏

和　　名：カモノハシ（哺乳類）
学　　名：Ornithorhynchus anatinus 
種　　名：剥製
時　　代：現生
出現時期：新生代 新第三紀
生 息 地：オーストラリア南東部及びタスマニア島

昨年度実施しました「創立130周年記念事業募金」は募金期間終了後の６万円を加え226名及び２有志グループの総額506万円と

なりました。皆様のご協力に感謝いたします。当初の「寄付金募集要項」では記念事業の内容を「学園教育環境整備および在校生

への支援をおこなう」としましたが、残念ながら、新規施設整備などには、多額の予算が必要で応募いただいた額では不可能とな

りました。そこでいろいろ検討しましたが、学園の実情に沿わないものを梅窓会から一方的に贈呈してもということで、学園側の意

向を伺う協議を行いました。その結果、具体的な使途がこの度ほぼ決定しました。

その内容は下記のとおりです。

　①『ウォータークーラー（冷水機）』７台　　②『梅の木の植樹』

以上の寄贈にはそれぞれ梅窓会の創立130年記念品のプレートを設置します。「ウォータークーラー」「梅の木」とも設置にあたっ

ては学園側の主導で行っていただきます。

『創立 130周年記念事業募金』の使途について

資料室では梅窓会85号で照会しました杉浦重剛先生の詩吟の約百年に録音された肉声レコード（日本コロンビアに依頼して音質

修復したＣＤ）をエンドレスで皆様に聞いていただきました。

また、本校に所蔵されている「カモノハシ」の剥製を理科担当の川崎正貴教諭のご指導で日学祭で特別展示いたしました。この剥

製は、東京英語学校（本校の前身）出身で昭和初期から30年代まで本校の理事もされました、真野紀太郎氏から寄贈されたもの

で、今年の７月23日～８月17日まで二子玉川の高島屋ＳＣ主催で、世田谷区と川崎市の教育委員会後援の「生命40億年の旅～大

むかしの生きもの展～」にも出品展示され、お子様を中心に多くの来場者の注目の的となりました。

単孔目カモノハシ科に属する、カモノハシはカモに似たくちばしがあり、成獣には歯がない。四

肢は短く大きなみずかきを有し、雄はかかとの内側に毒とげをもち、水辺に深いトンネルを掘っ

て住み、入口は水底にあります。泳ぎが巧みで、貝、ミミズやその他の水生動物を捕食します。10

月ごろ巣内に普通２個の卵を産み、卵は白く、10日くらいでふ化し子は数日間乳を飲まず、４ヵ

月で穴から出て水に入ります。

日本の動物園や水族館で飼育されたことはなく、今では剥製自体が大変貴重なものとなってい

ます。

「やえもん」という名の小さな古い蒸気機関車がいました。そして新らし電気機関車などにいつ
も「びんぼう汽車」と馬鹿にされていました。「自分はまだまだ走れるのに」と、腹を立てたまま
機関庫に戻る途中、ドンドン腹が立ってきて煙突から排煙だけでなく火の粉も吐き出し、運悪
く線路脇の田んぼの藁（わら）に燃え移って火事になってしまいます。鉄道の職員たちには、か
ばってもらいますが、沿線の人たちのも怒りは収まらず「やえもん」は可哀想にもう走ることを
許されなくなります。そしてとうとうスクラップにされることが決まってしまいます。解体のため
電気機関車に牽引されていこうとするとき、運良く通りかかった交通博物館の人に「日本に二
台か三台しか残っていない珍しい古い型の機関車だ、ぜひ譲ってもらいたい」と言われ「やえ
もん」は博物館で保存されることが決定します。そして小さな蒸気機関車「やえもん」が大好き
な子供たちは、皆で「やえもん」をピカピカに磨き博物館へと送り出します。

平成28年８月28日日曜日先生ご自宅近くの目黒線奥沢駅隣接のバーミヤンにて先生の教え子である和田英昭
（S37卒）、川本雅之（S38卒）、清水正敏、内藤雅司、 松永直司（S41卒）、上野健（S45卒）各氏が集まり渡辺先生ご
夫妻を囲み青春時代を過ごした日本学園の部活、授業等各年代を超えて和気あいあいに語り合い楽しいひとと
きを過ごし、次回の会を約束し終了しました。 S38卒　川本雅之

渡辺先生ご夫妻を囲む会

258会というのは、日本学園中学を昭和25年に卒業した人たちと高校を28年に卒業した者たちの同期会
の名称。３年ぶりに10月２日（日）学園近くの「ハミング・バード」で開催しました。梅窓会の髙木会長にもご
参加をお願いし、学園の近況のご説明をいただきました。16人が出席。その中の入江孝君(S25卒)はなんと
始めての参加。３年間に亡くなった７名の冥福を祈り（その中の田村孝久君は梅窓会の副会長でした）のち
長谷川良二君の名司会のもと近況報告、昔話などを交えて歓談。会は午後２時に終わり、ちょうど開かれて
いた学園祭の展示・催事を見学しました。 S28卒　米田利民
参加者：河合明博・斎藤貞次・入江孝・高野正行・近藤武・米田利民・篠田久・伊藤博康・大矢浩・三輪智・ 赤坂修・加崎義蔵
　　　  宇田川幸三・楠本裕徳・川口進・長谷川良二（順不同 敬称略）

258同期会を10月２日に開催

平成28年４月23日（土）午後３時より
新宿ライオン会館にて井上徹会長
（S35卒）のもと、旧庭球部OB会を開
催しました。出席者は幹事：福澤利三
郎（S36卒）、鈴木八郎（S50卒）の両
名。以下、加藤昇（S27卒）、諏訪一朗、

土田紘久（S33卒）、佐藤武彦、北郷秀文、前田厚三（S35卒）、五藤毅（S36年
卒）、花田美治（S38卒）、坂西宗（S39卒）、福澤稔、豊島久雄（S40卒）、東ヶ﨑
和利（S42卒）総勢15名で開催しました。（敬称略）
旧庭球部OB会は今年で50年目である。10年ほど前より故榎本会長（前日
本学園理事長）が１年ごとでは長すぎるとして、年に２回春と秋に開催し
旧交を温めている。今回も昔話に花が咲き２時間の予定が１時間オーバー
してしまった。
庭球部回顧録としてS27年卒の加藤昇氏より時代の証言者としてお話を
聞くことができましたので、この誌面をお借りしご紹介します。加藤氏は
昭和21年に旧制日本中学に入学され庭球部に入部、その頃の同期には猪狩
誠也氏、大崎一慶氏などがいらっしゃったそうです。１年先輩に纐纈（こう
けつ）浩三氏、２年上に吉川道也氏がおられ（マッカーサー盃で優勝）、加藤
氏にとって4・５年生の先輩方は雲の上の存在だったとのこと。加藤氏は昭
和19年戦局悪化で小学校５年の時に集団疎開され昭和20年３月、５月の
東京大空襲後、疎開先で米軍のグラマン戦闘機の機銃掃射の攻撃を受け、
田んぼに飛び込み畦に身を隠して難を逃れたそうです。
その後日本中学の庭球部に入部はしたものの、ラケット、ボールは戦前か
ら学校に残っていたものを大切に使用したそうです。何せ終戦直後の物の
ない時の事であります。後に後輩の方々からの日本学園庭球部の黄金時代
と言われましたが、そのような時代状況ではなかったとのことです。やっ
と平和が戻り庭球部は６尺（182cm）はあろうかと思われる中学２年の纐
纈氏はスマッシュを得意とし、中学３年の吉川氏は誰にも返球できない魔
球サーブを盛んに研究していたそうであります。（次号に続く）
 S42卒　東ヶ﨑和利

旧庭球部OB会 開催される
３月17日代々木新日鐵倶楽部にて、梅窓会髙木会長のご出席の
頂き、盛大に開催しました。仙台より柏原啓二君も参加し、出席
者28名が全員中学時代に戻り還り楽しい一時でした。
原正君の読んだ漢詩をご披露します。 代表幹事　堀内優憲

七七七会（S26J・S29卒）傘寿記念同窓会

「アッちゃん」サイン入り色紙
（所有は中村S44卒）

今でも書店にて新品で入手が可能な
「きかんしゃやえもん」

日本学園新聞「俱進」に
「学校はアテ二ならない」の逸話

本校所蔵のカモノハシ

揚げたての天婦羅が出てくるまでの歓談

131年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には多彩な人材を輩出。
同期会や同窓会も盛んでいろいろなや分野の集まりが多々あります。

９月３日（土）、明治20年創業の天婦羅の老舗、浅草「大黒屋」にて「落語を楽しみ、天婦羅をグルメする会」
が行われました。この会は中央大学白門46会（中央大学を昭和46年卒の同期会で、幹事は日本学園S41卒
の清水正敏）が毎年、何回か行うイベントの一環で、白門46会が日本学園を昭和42年に卒業した三笑亭夢
太郎師匠（落語芸術協会理事）をお呼びして開催いたしました。浅草大黒屋４代目社長が白門46会という
こともあり、白門46会から30名、そして日本学園OB等15名が参加し盛大に行われました。
明治18年英吉利法律学校（中央大学の前身）と東京英語学校（日本学園の前身）が神田錦町の校舎を共用す
る（共同で買った校舎は３棟1200平方米、半分ずつを仲良くつかった）ということで両校が設立いたしま
したので、実に131年振りに両校のOBが相まみえたことになりお互いの親交を深めることができました。 
 文：S41卒　清水正敏文／写真：S42卒　松井啓真

ＯＢ情報
短信

131年振りの懇親会「落語を楽しみ、天婦羅をグルメする会」

夢太郎師匠（左）と司会の清水

しく描いた本作は、当時の最先端企業ソニーのキャラクター

「ソニー坊や」としてそのまま採用され、製品パンフレットやマ

ニュアル、店頭の飾りつけの人形などに使われました。そのほ

かにも、ローンレンジャー（当時のアメリカのテレビ番組）のよ

うな目にマスクを付けたいたずら大好き少年の愛すべき行状

を描いた「ベビーギャング」、中間管理職が主人公の「オヤカ

マ氏」 などの連載漫画で人気を博すことになります。さらに、

大の鉄道マニアの冬彦氏は、最初に紹介したように 昭和34

年に絵本『きかんしゃやえもん』（岩波書店）を刊行し昭和36

年度の文藝春秋漫画賞を受賞。どのキャラクターを見てもあ

のバタ臭い画風の基礎は当時としてはモダンな日本学園（旧

制日本中学）の建物、そして教職員、生徒の影響が多分にあっ

たのではと思われます。もう一つの絵本の名作「ちびくろサン

ボ」（１号～３号まであります。岩波書店刊）の第２号も岡部冬

彦氏の絵のよるものです。　

岡部冬彦氏は漫画家として一線を退いた後も科学ジャーナリ

ストとして活動、交通・通信・エネルギー問題に関心を寄せ、テ

レビや講演やエッセイの執筆などで活躍し、国際交通安全学

会理事や日本旅行作家協会副会長などを務めました。　

1989年には紫綬褒章を1995年には勲四等旭日小綬章を受

章。なお岩波書店も日本学園のOBである岩波茂雄氏（文化

勲章）が創立した日本を代表する出版社です。岡部冬彦氏に

関しては昭和29年11月26日発行の日本学園新聞「倶進」に

「学校はアテニならない」というユーモアたっぷりの在学中の

逸話がお得意の漫画の挿絵とともに寄せられています。

S44卒　中村　隆

Story
「きかんしゃやえもん」のお話　
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ＯＢの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣味の会などをインターネットの「梅窓会
ブログ」や梅窓会報に掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月は除く）午後に梅窓会事
務所まで連絡をお願いいたします。パソコンなどの電子メールをご利用の方は「梅窓会ブログ」内に
ありますメールで直接原稿を投稿することもできます。皆さまの情報をお待ちしております。

梅窓会　広報部会

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました広
告を再開いたします。
広告内容は企業広告、個人名刺広告、同期会開催通知、同窓生へのメッ
セージなど、会報にふさわしい内容を希望いたします。卒業生ならびに
学園関係者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。ご希望の方
は下記までお問合せ下さい。

会費納入はカンタンです

ＯＢ情報大募集中！

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S12 平石　久馬 H28.  5.  7
S15 福並　大圓 H28.  7.  7
S17 関　　　亮 H28.  4.21
S18 福長　哲三 H28.  1.31
S19 湯野川五郎 H28.  6.  3
S23 柳田　守生 H27.  7.26
S25 吉川　道也 H28.  4.18
S26 根岸　　茂 H27.  6.13
S26 宮原　明治 H28.  2.

S26 柳田　健次 H27.  5.30
S27 鈴木　政雄 H28.10.19
S28 田村　孝久 H28.  1.26
S30 周佐　昌孝 H28.  4.20
S31 伊藤　一夫 H28.  5.
S31 村尾　　懿 H28.  5.  7
S34 荻本征四郎 H28.  8.19
S38 本多　幹夫 H13.  2.30

検索梅窓会ブログ 検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、クリックするだけでご覧になれます。

（2016/4/1ー2017/3/31　単位：円）

収入

　　　　正会員（終身） 600,000 800,000

　　　　正会員（年） 540,000 600,000

　　　　賛助会費 689,000 1,000,000

　　正会員計 1,829,000 2,400,000

　　準会費 1,832,400 1,864,800

　　雑収入 2,668 1,500

　　収入合計 3,664.068 4,266,300

支出

　一般管理費

　　　　委員会運営費 485,330 400,000

　　　　通信費 257,291 186,000

　　　　旅費交通費 11,168 20,000

　　　　事務・消耗品費 252,066 200,000

　　　　会議費 20,000 20,000

　　　　雑費 164,900 150,000

　　　　口座徴収費 61,590 35,000

　　　　慶弔費 36,200 30,000

　　　　人件費 319,900 300,000

　　　　水道光熱費 100,000 100,000

　一般管理費計 1,708,445 1,441,000

　業務運営費

　　　　備品費 47,773 30,000

　　　　卒業記念品費用 530,100 300,000

　　　　会報費 1,184,280 1,200,000

　　　　学園行事協力費 15,000 15,000

　　　　学園行事支援費 190,000 190,000

　　　　補助寄付金（奨学金） 1,000,000 1,000,000

　　　　予備費 118,318 90,000

　業務運営費計 3,085,471 2,825,000

支出合計 4,793,916 4,266,000

収支差額 -1,129,848 300

次期繰越金 9,400,754 9,401,054

予　　算前年度実績

訂正とお詫び
会報 85 号最終頁の哀悼欄

Ｓ20.５卒の日比重昭様の逝去年月日

「Ｈ27.１.１」を「Ｈ27.11」に訂正しお詫び致します。

　満席となった総会会場 懇親会では学年を超えての会話が弾みます

６月19日（日）午後、日本学園の特７教室において６月11日の「春

の常任幹事会」で承認されました議案に関しましての審議をして

いただく「平成28年度 梅窓会 総会」を開催いたしました。

梅窓会運営委員の松井啓真氏（Ｓ42卒）の司会進行で定刻通り

13時から総会は始まりました。会のスタートにあたり最初に、４

月14日の熊本地震で、梅窓会会員の大野睦さん（H26卒）が進

学先の東海大学農学部の学生寮崩壊で逝去されましたので参

加者全員で黙祷を行いました。

総会は髙木光梅窓会会長（Ｓ30卒）の挨拶、続いて堀内優憲理

事長（Ｓ29卒）、小岩利夫校長のご来賓の方から躍進目覚ましい

学園の現状報告、来期の生徒募集のためのオープンキャンパス

の実施などのお話をいただきました。

続いて梅窓会運営委員稲垣一郎氏（Ｓ38卒）の議長のもと、

●「平成27年度の事業報告および決算報告、監査報告」

●「平成28年度の事業計画案と予算案」

の審議に入り満場一致で承認されました。

最後に出席者から同窓意識を高める方策について、創立130周

年記念で集まった募金の使い方について、梅窓会会費増収の具

体案について、学園５か年計画についての質問があり、関係する

担当者から回答をいただきました。会の最後にあたり浦山景次

梅窓会副会長（Ｓ33卒）の閉会の辞をもって「平成28年度梅窓会

総会」は滞りなく終了いたしました。 

総会終了後は卒業年代、世代を超えたＯＢ達の交流の場として

「懇親会」が同会場にて行われ「平成28年度梅窓会総会」は15時

30分に終了いたしました。

10月１日（土）午後１時から日本学園の特７教室で「秋の常任幹

事会」が松井啓真氏（Ｓ42卒）の司会、稲垣一郎氏（Ｓ38卒）の議

長のもと、約40名の参加を得て開催されました。髙木光梅窓会

会長（Ｓ30卒）の挨拶後、来賓の堀内優憲理事長（Ｓ29卒）から

は学園の近況報告などを小岩利夫校長先生からは梅窓会が在

校生のクラブ活動に対して積極的な応援活動をおこなっている

ことに対してのお礼の言葉を交えてご挨拶をいただきました。続

いて議事である梅窓会活動報告として創立130周年記念募金の

使い道について学園側の要望を聞いて何を贈るかが絞り込まれ

てきたという報告が君塚晴信副会長（Ｓ37卒）からありました。

最後に浦山景次副会長（Ｓ33卒）から閉会の辞として学園のいろ

いろな運動部の応援に梅窓会有志と行っており、母校日本学園

は近年目覚ましい結果を出してきており、強豪校の一角に育って

きているという頼もしい報告があり、滞りなく「秋の常任幹事会」

は午後２時に終了いたしました。当日は日学祭も開催されてお

り、会の終了後は皆さんクラスや部の展示発表のある教室、模擬

店のある校庭、劇や演奏会のある体育館や講堂へと散っていき

ました。

お忙しい中をご参加いただきありがとうございました。

平成28年度 梅窓会予算

トライアスロン部が出場するということで９月11日（日）2016年トライアスロン・フェスティバ
ル（立川にある昭和記念公園にて）に行って来ました。トライアスロンはオリンピックの正式種
目にもなっており年々出場者が増えているとのことで今回は小中高校生合わせて630名ほどが
全国から昭和記念公園に集合。高校生の部は10時30分スタート、スイム（水泳）、バイク（自転車）、
ラン（ランニング）の順で広大な昭和記念公園を全力で走ります。日学は７名の選手がエント
リーし全員走り切りました。会場には大きな日本学園トライアスロン部のテントがあり、ひとき
わ目立ち、来場者に日学トライアスロン部をアピールしていました。（2014年度から日本トライ
アスロン連合により「トライアスロン強化クラブ」として、全国中高から唯一認定されました。）
監督の堀越先生がとても明るく、選手達もこの大会を大いに楽しんでいました。部員の父母、顧
問の伊藤先生も応援に来られており全員で記念撮影。これからの日学トライアスロン部の活躍
が期待される大会でした。

レポート
活　動
クラブ

トライアスロン部が出場する高校生大会に行って来ました。

東京都ではフットサルは盛んですが、全国的にはその認知は未だ狭い世界に留まっております。
一歩先を行く日本学園では「アルバトロス」というフットサルチームがあり、東京都ユース
（U-18）フットサル２部（10チーム）に属し、リーグ戦を戦っております。フットサルはスピード
感溢れるスポーツで見ていてハラハラドキドキの世界ですが、選手たちは全力でピッチを駆け
廻り技とスピード、一瞬の判断力でボールを繋ぎゴールに蹴り込む実に面白いスポーツだと感
じました。前期の試合がほぼ終わった９月末現在で５勝４敗、５位以上が確定。後期は一部リー
グ昇格を目指し勉学との両立で練習に励んでいます。
OBの方々はぜひ会場まで足を運び「日本学園アルバトロス」の応援お願いいたします。

実力を付けて来たフットサルチーム「日本学園アルバトロス」。

５月15日（日）、日学硬式テニス部の「インターハイ東京予選 団体戦」が東京国立市の都立国立高
校のコートで行われるということで取材に行きました。東京地方は雲一つない五月晴れ、絶好の
試合日和です。日学は出場選手は高校３年生が２名、高校２年生が３名、合計５名でダブルスと
シングルスを戦います。
第一試合の都立調布南高校戦はダブルス、シングルスとも圧倒的な強さで３：０で日学テニス部
が快勝。第２試合は都立国立高校（都立高校のテニス大会で平成26年度に優勝の経験がある都立
の強豪校）との試合。結果はシングルスで１勝したものも惜敗。あと一歩というところの試合で
した。
スポーツコースではないテニス部ですが、日学では人気のある運動部。あのコンディションの悪
い日学のグランドのコートでよく練習しているのを見かけました。国立高校には負けはしまし
たが実に頑張ってくれました。これからまだまだ伸びる日学硬式テニス部であることをこの試
合を見て大いに実感しました。監督、顧問、出場選手、部員の皆さん、クラスメートの皆さん、そし
て保護者の皆さん、お疲れ様でした。

テニス部「インターハイ東京予選 団体戦」の試合を見に行きました。

今年の自転車部夏休みの恒例の遠征は合掌造り集落で有名な世界遺産の白川郷（岐阜県大野郡
白川村）への往復１千キロのツーリング。８月７日（日）夜明け前に第１班の高校生部員10名（中
学生もいます）で自転車部顧問土居先生と共に元気に学園を出発。そして全員日焼けした体で無
事に８月13日（土）陽もすっかり落ちた夕刻７時過ぎライトを灯し日本学園の正門をくぐり帰っ
てきました。クイックリリース仕様のマウンテンバイクでの長旅の１週間、行く先々でいろいろ
なことがあったことでしょう。足、腰、腕、手首、そしてお尻も痛くなる中、上級生は下級生を励ま
し、同級生はお互いに声を掛け合い、1000キロ以上を走破しました。出迎えの保護者、我々梅窓会
有志を前に部員一人一人遠征の感想を元気な声で語ってもらいました。
そして自転車部顧問土居先生の遠征終了の挨拶の後、こんどは自転車部の部長が保護者の用意
した遠征のお祝いの用紙に赤のマジックで遠征距離数の1076kmの数字を大きく書き入れまし
た。そして無事帰京を祝って全員で記念撮影を行い出迎えセレモニーは終了いたしました。しか
しまだ自転車部の遠征は続きました。部員が増えて嬉しい悲鳴の自転車部、第２班の中学生の自
転車部員が房総半島への遠征。帰京は８月19日（金）夕刻。全員日焼けした真っ黒な顔でひとまわ
り逞しくなって帰って来ました。

自転車部「世界遺産の白川郷」へ遠征。出迎えセレモニーに参加。

今回はスポーツコース以外のクラブで活発に活動している部を紹介いたします。

青のユニフォームが日本学園アルバトロス

手前側が日学テニス部（ダブルスの試合）

学校説明会 日程
中学校

11月23日（水・祝） 入試体験
※小６対象（要予約８時30分）
12月２日（金）　10時～
12月21日（水）　18時～
１月20日（金）　18時～

学校案内・募集要項は直接学校へお問合せ下さい。
日本学園中学校・高等学校

TEL03-3322-6331　http://www.nihongakuen.ed.jp

試合前に後輩部員と共に円陣を
組み気合を入れます

1076kmを走破した自転車部を
迎える父母と梅窓会有志

2017年度 生徒募集!!

広告募集のお知らせ

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年会費   4,000円　毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。

終身会費 40,000円　最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

高等学校

11月26日（土） 14時～
12月３日（土） 14時～
12月10日（土） 10時～
１月10日（火） 18時～

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトはこちらにお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

6月19日日「平成28年度梅窓会総会」を開催

秋の常任幹事会開催される 
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ＯＢの皆様の近況や同窓会、同期会、同窓生同士の旅行や趣味の会などをインターネットの「梅窓会
ブログ」や梅窓会報に掲載いたします。ご希望の方は毎月第２土曜日（８月は除く）午後に梅窓会事
務所まで連絡をお願いいたします。パソコンなどの電子メールをご利用の方は「梅窓会ブログ」内に
ありますメールで直接原稿を投稿することもできます。皆さまの情報をお待ちしております。

梅窓会　広報部会

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました広
告を再開いたします。
広告内容は企業広告、個人名刺広告、同期会開催通知、同窓生へのメッ
セージなど、会報にふさわしい内容を希望いたします。卒業生ならびに
学園関係者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。ご希望の方
は下記までお問合せ下さい。

会費納入はカンタンです

ＯＢ情報大募集中！

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

哀悼（敬称略　順不同） 卒年／氏名／逝去年月日

S12 平石　久馬 H28.  5.  7
S15 福並　大圓 H28.  7.  7
S17 関　　　亮 H28.  4.21
S18 福長　哲三 H28.  1.31
S19 湯野川五郎 H28.  6.  3
S23 柳田　守生 H27.  7.26
S25 吉川　道也 H28.  4.18
S26 根岸　　茂 H27.  6.13
S26 宮原　明治 H28.  2.

S26 柳田　健次 H27.  5.30
S27 鈴木　政雄 H28.10.19
S28 田村　孝久 H28.  1.26
S30 周佐　昌孝 H28.  4.20
S31 伊藤　一夫 H28.  5.
S31 村尾　　懿 H28.  5.  7
S34 荻本征四郎 H28.  8.19
S38 本多　幹夫 H13.  2.30

検索梅窓会ブログ 検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、クリックするだけでご覧になれます。

（2016/4/1ー2017/3/31　単位：円）

収入

　　　　正会員（終身） 600,000 800,000

　　　　正会員（年） 540,000 600,000

　　　　賛助会費 689,000 1,000,000

　　正会員計 1,829,000 2,400,000

　　準会費 1,832,400 1,864,800

　　雑収入 2,668 1,500

　　収入合計 3,664.068 4,266,300

支出

　一般管理費

　　　　委員会運営費 485,330 400,000

　　　　通信費 257,291 186,000

　　　　旅費交通費 11,168 20,000

　　　　事務・消耗品費 252,066 200,000

　　　　会議費 20,000 20,000

　　　　雑費 164,900 150,000

　　　　口座徴収費 61,590 35,000

　　　　慶弔費 36,200 30,000

　　　　人件費 319,900 300,000

　　　　水道光熱費 100,000 100,000

　一般管理費計 1,708,445 1,441,000

　業務運営費

　　　　備品費 47,773 30,000

　　　　卒業記念品費用 530,100 300,000

　　　　会報費 1,184,280 1,200,000

　　　　学園行事協力費 15,000 15,000

　　　　学園行事支援費 190,000 190,000

　　　　補助寄付金（奨学金） 1,000,000 1,000,000

　　　　予備費 118,318 90,000

　業務運営費計 3,085,471 2,825,000

支出合計 4,793,916 4,266,000

収支差額 -1,129,848 300

次期繰越金 9,400,754 9,401,054

予　　算前年度実績

訂正とお詫び
会報 85 号最終頁の哀悼欄

Ｓ20.５卒の日比重昭様の逝去年月日

「Ｈ27.１.１」を「Ｈ27.11」に訂正しお詫び致します。

　満席となった総会会場 懇親会では学年を超えての会話が弾みます

６月19日（日）午後、日本学園の特７教室において６月11日の「春

の常任幹事会」で承認されました議案に関しましての審議をして

いただく「平成28年度 梅窓会 総会」を開催いたしました。

梅窓会運営委員の松井啓真氏（Ｓ42卒）の司会進行で定刻通り

13時から総会は始まりました。会のスタートにあたり最初に、４

月14日の熊本地震で、梅窓会会員の大野睦さん（H26卒）が進

学先の東海大学農学部の学生寮崩壊で逝去されましたので参

加者全員で黙祷を行いました。

総会は髙木光梅窓会会長（Ｓ30卒）の挨拶、続いて堀内優憲理

事長（Ｓ29卒）、小岩利夫校長のご来賓の方から躍進目覚ましい

学園の現状報告、来期の生徒募集のためのオープンキャンパス

の実施などのお話をいただきました。

続いて梅窓会運営委員稲垣一郎氏（Ｓ38卒）の議長のもと、

●「平成27年度の事業報告および決算報告、監査報告」

●「平成28年度の事業計画案と予算案」

の審議に入り満場一致で承認されました。

最後に出席者から同窓意識を高める方策について、創立130周

年記念で集まった募金の使い方について、梅窓会会費増収の具

体案について、学園５か年計画についての質問があり、関係する

担当者から回答をいただきました。会の最後にあたり浦山景次

梅窓会副会長（Ｓ33卒）の閉会の辞をもって「平成28年度梅窓会

総会」は滞りなく終了いたしました。 

総会終了後は卒業年代、世代を超えたＯＢ達の交流の場として

「懇親会」が同会場にて行われ「平成28年度梅窓会総会」は15時

30分に終了いたしました。

10月１日（土）午後１時から日本学園の特７教室で「秋の常任幹

事会」が松井啓真氏（Ｓ42卒）の司会、稲垣一郎氏（Ｓ38卒）の議

長のもと、約40名の参加を得て開催されました。髙木光梅窓会

会長（Ｓ30卒）の挨拶後、来賓の堀内優憲理事長（Ｓ29卒）から

は学園の近況報告などを小岩利夫校長先生からは梅窓会が在

校生のクラブ活動に対して積極的な応援活動をおこなっている

ことに対してのお礼の言葉を交えてご挨拶をいただきました。続

いて議事である梅窓会活動報告として創立130周年記念募金の

使い道について学園側の要望を聞いて何を贈るかが絞り込まれ

てきたという報告が君塚晴信副会長（Ｓ37卒）からありました。

最後に浦山景次副会長（Ｓ33卒）から閉会の辞として学園のいろ

いろな運動部の応援に梅窓会有志と行っており、母校日本学園

は近年目覚ましい結果を出してきており、強豪校の一角に育って

きているという頼もしい報告があり、滞りなく「秋の常任幹事会」

は午後２時に終了いたしました。当日は日学祭も開催されてお

り、会の終了後は皆さんクラスや部の展示発表のある教室、模擬

店のある校庭、劇や演奏会のある体育館や講堂へと散っていき

ました。

お忙しい中をご参加いただきありがとうございました。

平成28年度 梅窓会予算

トライアスロン部が出場するということで９月11日（日）2016年トライアスロン・フェスティバ
ル（立川にある昭和記念公園にて）に行って来ました。トライアスロンはオリンピックの正式種
目にもなっており年々出場者が増えているとのことで今回は小中高校生合わせて630名ほどが
全国から昭和記念公園に集合。高校生の部は10時30分スタート、スイム（水泳）、バイク（自転車）、
ラン（ランニング）の順で広大な昭和記念公園を全力で走ります。日学は７名の選手がエント
リーし全員走り切りました。会場には大きな日本学園トライアスロン部のテントがあり、ひとき
わ目立ち、来場者に日学トライアスロン部をアピールしていました。（2014年度から日本トライ
アスロン連合により「トライアスロン強化クラブ」として、全国中高から唯一認定されました。）
監督の堀越先生がとても明るく、選手達もこの大会を大いに楽しんでいました。部員の父母、顧
問の伊藤先生も応援に来られており全員で記念撮影。これからの日学トライアスロン部の活躍
が期待される大会でした。

レポート
活　動
クラブ

トライアスロン部が出場する高校生大会に行って来ました。

東京都ではフットサルは盛んですが、全国的にはその認知は未だ狭い世界に留まっております。
一歩先を行く日本学園では「アルバトロス」というフットサルチームがあり、東京都ユース
（U-18）フットサル２部（10チーム）に属し、リーグ戦を戦っております。フットサルはスピード
感溢れるスポーツで見ていてハラハラドキドキの世界ですが、選手たちは全力でピッチを駆け
廻り技とスピード、一瞬の判断力でボールを繋ぎゴールに蹴り込む実に面白いスポーツだと感
じました。前期の試合がほぼ終わった９月末現在で５勝４敗、５位以上が確定。後期は一部リー
グ昇格を目指し勉学との両立で練習に励んでいます。
OBの方々はぜひ会場まで足を運び「日本学園アルバトロス」の応援お願いいたします。

実力を付けて来たフットサルチーム「日本学園アルバトロス」。

５月15日（日）、日学硬式テニス部の「インターハイ東京予選 団体戦」が東京国立市の都立国立高
校のコートで行われるということで取材に行きました。東京地方は雲一つない五月晴れ、絶好の
試合日和です。日学は出場選手は高校３年生が２名、高校２年生が３名、合計５名でダブルスと
シングルスを戦います。
第一試合の都立調布南高校戦はダブルス、シングルスとも圧倒的な強さで３：０で日学テニス部
が快勝。第２試合は都立国立高校（都立高校のテニス大会で平成26年度に優勝の経験がある都立
の強豪校）との試合。結果はシングルスで１勝したものも惜敗。あと一歩というところの試合で
した。
スポーツコースではないテニス部ですが、日学では人気のある運動部。あのコンディションの悪
い日学のグランドのコートでよく練習しているのを見かけました。国立高校には負けはしまし
たが実に頑張ってくれました。これからまだまだ伸びる日学硬式テニス部であることをこの試
合を見て大いに実感しました。監督、顧問、出場選手、部員の皆さん、クラスメートの皆さん、そし
て保護者の皆さん、お疲れ様でした。

テニス部「インターハイ東京予選 団体戦」の試合を見に行きました。

今年の自転車部夏休みの恒例の遠征は合掌造り集落で有名な世界遺産の白川郷（岐阜県大野郡
白川村）への往復１千キロのツーリング。８月７日（日）夜明け前に第１班の高校生部員10名（中
学生もいます）で自転車部顧問土居先生と共に元気に学園を出発。そして全員日焼けした体で無
事に８月13日（土）陽もすっかり落ちた夕刻７時過ぎライトを灯し日本学園の正門をくぐり帰っ
てきました。クイックリリース仕様のマウンテンバイクでの長旅の１週間、行く先々でいろいろ
なことがあったことでしょう。足、腰、腕、手首、そしてお尻も痛くなる中、上級生は下級生を励ま
し、同級生はお互いに声を掛け合い、1000キロ以上を走破しました。出迎えの保護者、我々梅窓会
有志を前に部員一人一人遠征の感想を元気な声で語ってもらいました。
そして自転車部顧問土居先生の遠征終了の挨拶の後、こんどは自転車部の部長が保護者の用意
した遠征のお祝いの用紙に赤のマジックで遠征距離数の1076kmの数字を大きく書き入れまし
た。そして無事帰京を祝って全員で記念撮影を行い出迎えセレモニーは終了いたしました。しか
しまだ自転車部の遠征は続きました。部員が増えて嬉しい悲鳴の自転車部、第２班の中学生の自
転車部員が房総半島への遠征。帰京は８月19日（金）夕刻。全員日焼けした真っ黒な顔でひとまわ
り逞しくなって帰って来ました。

自転車部「世界遺産の白川郷」へ遠征。出迎えセレモニーに参加。

今回はスポーツコース以外のクラブで活発に活動している部を紹介いたします。

青のユニフォームが日本学園アルバトロス

手前側が日学テニス部（ダブルスの試合）

学校説明会 日程
中学校

11月23日（水・祝） 入試体験
※小６対象（要予約８時30分）
12月２日（金）　10時～
12月21日（水）　18時～
１月20日（金）　18時～

学校案内・募集要項は直接学校へお問合せ下さい。
日本学園中学校・高等学校

TEL03-3322-6331　http://www.nihongakuen.ed.jp

試合前に後輩部員と共に円陣を
組み気合を入れます

1076kmを走破した自転車部を
迎える父母と梅窓会有志

2017年度 生徒募集!!

広告募集のお知らせ

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。

年会費   4,000円　毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。

終身会費 40,000円　最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

高等学校

11月26日（土） 14時～
12月３日（土） 14時～
12月10日（土） 10時～
１月10日（火） 18時～

●サイズ（約）：９cm×５cm ●料金10,000円
●配布部数：約3,100部 ●レイアウトはこちらにお任せください
●お問合せ先　電話／ＦＡＸ：03－3322－7878（梅窓会事務所）

6月19日日「平成28年度梅窓会総会」を開催

秋の常任幹事会開催される 
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